
　当行は創立以来、一貫して「地域社会の繁栄に奉仕する」

ことを経営理念として掲げてまいりました。この経営理念のもと、

豊かな地域社会の創造と地元産業の発展に貢献することを

当行の基本的な使命とし、地元京都における最大のリテール

バンクとして、地域社会の皆さまに質の高い金融サービスを

提供し、より一層信頼を深めていただけるよう努めております。

　金融機関を取り巻く経営環境は、一層厳しさを増しつつ

ありますが、今後とも地域の皆さまから最も信頼され、地元で

最も存在感のある銀行となるため、当行の社会的使命の

遂行に努めてまいります。

　本誌は銀行法第２１条に基づいて作成したディスクロージャー資料
（業務及び財産の状況に関する説明書類）です。
　なお、平成２7年１２月発行のミニディスクロージャー誌２０１5年
９月中間期｢京都銀行からみなさまへ｣では、当行の各種取組みや
業績ハイライトなどを掲載しているほか、｢中小企業の経営の改善及び
地域の活性化のための取組みの状況｣については、より詳細な内容で
分かりやすくご紹介しておりますので、あわせてご覧ください。
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